
令和元年度第２回庄内町地域包括支援センター運営協議会 会議録 

 

１ 開催日時：令和２年２月２０日（木）13:30～15:10 

２ 場  所：余目保健センター 検診室 

３ 出席委員：菊池健一、船見芳弘、佐々木正人、森田義宏、齊藤学、秋庭道雄、佐藤幸基 

田澤縁、池田博史 

４ 欠席委員：後藤元、高橋未央 

５ 包括職員：包括課長 大隅香子、主査 佐藤陽子 

６ 事 務 局：保健福祉課長 鈴木和智、主査兼高齢者支援係長 佐々木悦子 

主査兼介護保険係長 長南ゆかり、主査 渡部恵子 

１ 開  会  主査兼高齢者支援係長      

２  会長あいさつ   

今年の冬は雪もなく過ごすことができたが、新型コロナウイルスが広がっている。あま

り怖がってはいけないと思うが、手洗い、うがいの徹底が予防となる。連日、報道されて

いて大変な状況。医療機関の皆様には、大変ご苦労をおかけしておると思いますが、引き

続きよろしくお願い申し上げたい。 

４ 協  議 (進行 会長) 

（１） 令和元年度地域包括支援センター事業報告について 

【包括課】資料により説明 

（２） 令和２年度地域包括支援センター評価について  

【事務局】資料により説明 

 【委 員】円グラフは、赤で書いてあるものがセンターの評価になるのか。 

 【事務局】赤がセンターの評価となる。 

 【会 長】円グラフの「0.2」、「0.8」と書いてある数字が何を示しているのか説明した方が

よい。 

 【事務局】100％できたものは「1」、80％は「0.8」という見方になる。 

【委 員】真ん中のグラフと右下のグラフのセンターの赤線が一致するはずだが、違うのは 

なぜか。 

【事務局】設問項目が若干異なるために一致はしない。 

【委 員】表示してある項目の他に枝葉のように設問が分かれているということか。そうで 

あれば、項目内容も示した方がよい。 

【委 員】運営の評価表は、自己評価より町評価が低いものがある。辛い評価になっている 

が、この評価を具体的に包括事業にどう反映していくのか。 

 【事務局】評価は全体的には 2ポイント上がっている。実施したことも多くあり、一つ一つ 

積み上げて頑張っていることから、評価 1ではあるが、より 2に近い評価というこ 

とで理解いただきたい。 

 【会 長】この評価でよろしいか。 

【委 員】承認 

（３） 地域課題について   

【事務局】資料により説明 



【副会長】生活支援体制整備の中でマンパワーの不足とあるが、解消できる取組は検討し

ているか。 

【事務局】ボランティアを募集しても、なり手がいない状況で悩んでいるところ。国の指 

針に基づいて地域住民がやりたいことを町が支援するという形で進めていきたい。 

【副会長】利用者は、一度デイサービスに通うとずっと利用し続ける。目的はサービスを 

利用しながら自立に向けていくことだと思うが、具体的な評価の方法やどれくら 

いで見直しをするなど決まっているか。 

【事務局】自立支援型ケア会議をみると個別支援につながっていないケースがみられる。 

例えば、対象者がなぜ入浴できないのか、跨ぎができないのか、という具体的な 

ことを事業所でも考えていただき、自宅で入浴できるためのサービス提供を願い 

たい。 

【副会長】自立を支援し自立していくことが目的と思うので、ケアマネのオーダーを受け 

てモニタリングを行い自立に向けていきたい。元気アップ教室を受託して実施し 

ているが、次年度からは単年度で卒業することとなった。そして対象者の評価を 

定期的に行い自立のために適切なサービス利用につなげていきたい。 

  【委 員】訪問型サービス Bの実施予定とあるが、具体的にお聞きしたい。 

  【事務局】住民主体のサービスで利用者宅に出向いて、調理、室内の掃除等の支援を行う 

もので、通院や買い物の送迎支援もする方向で団体が立ち上げの準備をしている。 

団体メンバーが 6名と少ないため、サービス提供範囲は余目地区を想定している。 

【会 長】非常に良い取組と思うが、なり手不足ということで苦労されている。シルバー 

人材と何らかの協力をしてできないかと思うが、なかなか難しい現状と聞いてい 

る。機会をとらえて情報交換等して取り組んでもらいたい。 

（４）令和２年度地域包括支援センター事業計画（案）について 

【包括課】資料により説明 

【会 長】具体的なことは、高齢者支援係と協議をして進めていくという事だったが、 

     意見等ないか。 

【副会長】事業計画のこととではないが包括の体制について、現在は居宅介護事業所から 

1 名出向いただき運営されていると思うが、今後も 1名は出向いただくのか伺い 

たい。どの事業所も職員を派遣することは実際には大変厳しい状況である。 

【事務局】次年度は、別の居宅介護事業所から 1名を派遣いただく予定となっている。次 

年度は介護保険計画の年であり、包括のあり方検討会でも意見をいただき、町と 

してどうするのが一番良いのかを考えてお示ししていきたい。 

（５）地域密着型サービス事業所等の指定更新について 

【事務局】資料により説明 

  【委 員】承認 

４ そ の 他  特になし 

５ 閉  会 

 


